ほど いなか 

都に 程近き 田舎に 年 わかき 詩人 住みけ り。 家 は 小高 

ふもと 

き 丘の 麓に ありて、 その 庭 は 家に ふさわし からず 広 

く 清き 流れ 丘の 木立ちより 走り出で てこれ を 貫き 過ぐ。 

木々 は 野生え のま まに 育ち、 春 は 梅 桜 乱れ 咲き、 夏 は 

しげ もみじ にしき 

緑陰 深く 繁 りて 小川の 水 も 暗く、 秋 は 紅葉の 錦み ご 

こがらし 

となり。 秋 やや 老いて M 鳴リ そむれば 物 さびし さ 限 

りなく、 冬に 入りて は 木の葉 落ち 尽くして 庭の 面の み 

見す かさる る、 中に も 松 杉の 類の みは 緑に 誇る。 詩 

人 は 朝夕に この 庭 を 楽しみて 暮らしき。 

あるじ ひと リ 

ある 年の 冬の 初め、 この 庭の 主人 は 一人の 老僕と、 

ま まき 

朝な朝な 箒 執りて 落ち葉 はき 集め、 これ を 流れ 岸の 



の 夢に 入り、 夜々 の 楽しき 時 を 地に 下りて 享け、 ある 

たかみね かど おおうなばら 

いは 高峰の 岩角に、 あるいは 大海原の 波の 上に、 ある 

ほそた にかわ ほと リ むつごと 

いは 細渓 川の 流れの 潯に、 つきぬ 睦語 かたり 明かし、 

しののめ 

東雲の 空に 驚きて は 天に 帰りぬ。 

めぼし 

女 星 は 早く も 詩人が 庭より 立ち上る 煙 を 見つけ、 

今宵 はことの ほか 寒く、 天の河に も 霜降り たれば、 か 

の 煙たつ 庭に 下りて、 たき 火 かきたてて 語り てんとい 

うに、 男 星 ほほえみつ、 相 抱きて 煙 たどりて 音 もな く 

くだ ,1 

庭に 下りぬ。 女 星の 額の 玉 は 紅 の 光 を 射、 男 星の は 

あまつおとめ か 

水色の 光 を 放てり。 天津乙女 は 恋の 香に 酔いて 力なく 

よ ふたり ひとやま 

男 星の 肩に 依れり。 かくて 二人 は 一 山の 落ち葉 燃え 尽 



ほお くちづけ 

頰 にかわる がわる 接吻して、 安け く 眠りた まえと 言い 

言い出で 去りたり。 

あくれば 日曜日の 朝、 詩人 は 寝 ざめ の 床に 昨夜の 夢 

おも あまつおとめ ひたえ くれな い いただ 

を 想い 起こしぬ。 夢に 天津乙女の 額に 紅 の 星 戴け 

るが 現われて、 言葉な く 打ち 招く ままに 誘われて 丘に 

ささや 

のぼれば、 乙女 は 寄り そいて 私語く よう、 君 は 恋 を 望 

みたもう か、 はた 自由 を 願いた もうかと 問う に、 自由 

つばさ 

の 血 は 恋、 恋の 翼 は 自由 なれば、 われ その 一 を 欠く 事 

を 願わず と 答う、 乙女 ほほえみつ、 されば まず 君に 見 

さ まな ► J 

する もの ありと 遠く 西の 空 を 指し、 よく 眼 定めて 見 

たまえと 言いす てて いずこ ともなく 消え失せたり。 詩 



きに 若く もの あら じ。 

詩人 は 声はリ 上げて 『わが 心 高原に あり』 をうたい、 

『いざ 去らば 雪 をいた だく 高峰』 の 句に 至りて、 その 声 

ひときわ 高く、 その 目 は 遠く 連山の 方 を 見やりて 恋う 

た こくはつ 

るが ごとく、 憤る がごと く、 肩に 垂 るる 黒髪 風に ゆら 

のぼ あさひ あおぞら 

ぎ 昇る 旭 に 全身 かがやけば、 蒼 空 を かざして 立てる 

彼が 姿 はさながら 自由の 化身と も 見えに き。 

(二十 九 年 十 一 月 作) 
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